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今や日常生活に欠かせないツールとなったスマートフォン。矢野経済研究所のレポートに
よると、スマートフォンの世界出荷台数は２０１３年に１０億台を超えました。それ以降は、
年平均約１５％の成長が期待されており、２０１８年には２０億台を突破する見通しです。
その背景には、中国やインド、東南アジアなどアジア地域での市場拡大があります。同地域
におけるスマートフォンユーザーは２０１３年には述べ１０億人規模となっており、今後も
さらなる増加が見込まれています。このことはＩＴ先進国である米国にとって、ビジネス
チャンスの拡大につながりそうです。

市場拡大の恩恵を受けている分野の一つが、FacebookやTwitterなどのＳＮＳ産業です。
Google社が世界４８カ国を対象に実施した調査によると、スマートフォンユーザーによる
ＳＮＳの普及率*は、２０１３年に約７３％に達しています。例えば世界最大のユーザー数を
誇るFacebookの年次報告書によると、全世界での１日あたりの平均利用者数が２０１３年
１２月末時点で約７.６億人となり、２０１０年同期と比べると、約２.３倍に成長したとのこ
とです。
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＊世界４８カ国のスマートフォンユーザーの内、週に１
回はスマートフォンでSNSを利用すると回答した人数。

2014年 2015年 2016年 2017年 2018年

オンライン 16.1 15.6 14.8 13.7 12.6

モバイル経由 54.3 45.9 39.1 24.4 21.3

世界のスマートフォン出荷台数

世界のオンラインショッピング市場の伸び予想 （単位：％）

スマートフォンの普及は、オンライ
ンショッピング市場の拡大にもつな
がっています。オンラインショッピン
グ市場は今後５年間で二桁の伸びが予
測されており、特にモバイル経由の成
長が市場をけん引すると考えられてい
ます。読得アメリカNo.12でもお伝え
したように、米国では年末商戦でオン
ラインでの売り上げが加速するなど、
消費スタイルが大きく変わりつつあり
ます。

スマートフォンの普及はデバイスそ
のものだけでなく、人々の消費活動に
も大きな影響を与えており、米国のＩ
Ｔ産業のさらなる成長にも期待が集
まっています。

（出所）矢野経済研究所 「スマートフォン・タブレットの世界市場に関する
調査結果 」（2014年3月14日発表）2014年３月時点の予測

（出所）ＧＳＡＭ 2014年３月時点の予測

（単位：億台）
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